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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第６部門第３区分
【発行日】平成25年3月14日(2013.3.14)

【公開番号】特開2012-212470(P2012-212470A)
【公開日】平成24年11月1日(2012.11.1)
【年通号数】公開・登録公報2012-045
【出願番号】特願2012-161812(P2012-161812)
【国際特許分類】
   Ｇ０６Ｍ   7/00     (2006.01)
   Ａ０１Ｋ  61/00     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｇ０６Ｍ   7/00    ３０１Ｂ
   Ａ０１Ｋ  61/00    　　　Ｄ

【手続補正書】
【提出日】平成25年1月29日(2013.1.29)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　計数すべき個体を流体により搬送し、その搬送過程で個体を分散してカメラによる撮影
及び撮影画像の解析により個体数の計測を行う、流体利用による個体計数装置であって、
所定方向に傾斜し計数すべき固体が液体と共に流動する傾斜流路を備えており、前記個体
数の計測のために、当該傾斜流路に透光性の底板により構成された計測部が設けられると
共に、当該計測部に裏面側から拡散光を照射すべく、計測部の裏面側に拡散板を介して照
明機構が配置され、計測部を上側から撮影するべく計測部の上側に前記カメラが配置され
た個体計数装置。
【請求項２】
　請求項１に記載の個体計数装置において、拡散光は白色拡散光である個体計数装置。
【請求項３】
　請求項１又は２に記載の個体計数装置において、照明機構は拡散光を計測部へ直角に照
射する個体計数装置。
【請求項４】
　請求項１～３の何れかに記載の個体計数装置において、前記カメラの視軸が計測部にお
ける透明底板の表面に垂直な線に対して傾斜している個体計数装置。
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